公衆衛生看護学実習　様式6

	実習機関：　1．市町村　　　　　2．地域包括支援センター　　　　3．保健所　　　　　4．その他

訪問日時：　　　　　　年　　　月　　　日　　　時　　　分

	対象者または家族
	対象者（記号）　　　　　　　1．男　　　　　2．女
生年月日：（　　　歳　　　ヶ月）（生後　　　　日目）（　　　　　　歳代）
初回訪問日：　　　　　　　　　年　　　　月　　　日

	
	対象区分
	1．新生児　　2．乳幼児　　　3．就学期・思春期　　5．青・壮年期　　6．高齢者

	
	訪問種別
	1. 低出生体重児　　2．経過観察児　　3．生活習慣病　　4．障害者（　　　　　　）
5．感染症（　　　）　　6．難病（　　　　　　　　　　）　 7．その他

※該当する番号を○で囲む

	
	家族構成　

	連携機関


	1． 今回の訪問目的
2．今回の訪問までの経過および事前に把握した情報（情報源）

3．アセスメント

4．訪問計画（ケア計画）



家庭訪問記録　①　　
学籍番号　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　同伴指導者　　　　　　　　　　
· 家庭訪問実施前日までに実習指導者に提出する。手書きで記入　
家庭訪問記録　②
学籍番号　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　同伴指導者　　　　　　　　　　　

※家庭訪問実施翌朝に実習指導者に提出する。手書きで記入
	5．訪問時の状況・反応・ケアの内容

6．評価と今後のケア計画（学生自身のケアに対する評価を行い、この事例の訪問時の状況をアセスメントし、対象者及び家族の　ニーズ・問題点をもとに今後のケア方針を立てる）

【指導者のコメント】




家庭訪問記録　③（継続記録）
学籍番号　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　同伴指導者　　　　　　　　　　　

※　継続家庭訪問事例の際に家庭訪問実施前日までに７～11を記入し実習指導者に提出する。手書きで記入
	7．　次回（　　回目）の訪問計画

　　訪問予定日：　　　　　年　　　月　　　日　　　時　　　分
8． 次回（　　回目）の訪問目的

9．（　　回目）訪問までの経過および事前に把握した情報（情報源）とアセスメント
10． 訪問計画
11．訪問時の状況・反応・ケアの内容
12．評価と今後のケア計画（学生自身のケアに対する評価を行い、この事例の訪問時の状況をアセスメントし、対象者及び家族のニーズ・問題点をもとに今後のケア方針を立てる）
【指導者のコメント】
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